
GEOTETS工法研究会が
付着土砂の量 対策した650件に占める

件数/割合(%)

A.【硬質地盤】
（先行削孔等）

(付着土が少ない
場合）

少ない

B.【軟弱地盤】
(付着土が少ない

場合）

多い
C.【付着土が

NO 多い場合】

※：上記の表は仮設材範囲の土質が、単一の性質の場合。

計画時の充填量予測に対しての実充填量の実績（参考）
８０％未満： ８０％～１３０％： １３０％以上： 20240124修正版10% 10%80%

引抜き時工法分類表フローチャート

　　　実際は複合地盤であることが多い。他にも仮設材の形状と長さ、施工方法（土留め方法や施工による変化した地盤で評価）
など多くの要素が関係する。　　このため安全側での検討を推奨する。

使用する
工法比較表

YES

YES

NO

引抜き機械地盤条件

YES

NO

スタート
硬質地盤であり、

オーガによる削

孔を行う

鋼矢板の下端ま

での地盤は軟弱

層が占めている

引き抜きはバイブロ

ハンマー（LHV含む）

を使える


